
本レポートは投資判断の参考となる情報提供を目的としたものです。弊社が信頼できると判断した情報源からの情報に基づき
作成したものですが、情報の正確性、安全性を保証するものではありません。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断
で行うようお願い申し上げます。 Copyright@ Marketedge Co., Ltd.

2025/05/12（月）
https://www.marketedge.co.jp

info@marketedge.co.jpマーケットエッジ株式会社 代表取締役 小菅 努

Marketedge FX Weekly  ReportMarketedge

米ドル/円相場は、1ドル＝142.50～146.00円水準で売

買が交錯した。トランプ米大統領が海外製作の映画、

輸入医薬品に対して関税を課す方針を示すと、リスク

オン環境が一服したことで142円台中盤まで軟化した。

しかし、その後はリスクオン環境の再開と連動して、

ドル/円相場も押し目買い優勢の展開になった。5月8

日には米英の貿易協定が締結された。詳細はこれから

詰めるとされているが、4月2日に相互関税が発動して

から初めての通商合意になる。また、10～11日に米中

政府高官が協議を行う予定が伝わったことも、ドル/

円相場をした支えした。一方、6～7日には米連邦公開

市場委員会（FOMC）が開催されたが、政策調整は行わ

れなかった。マーケットでは早期利下げ観測が強く

なっているが、パウエル米連邦準備制度理事会

（FRB）議長が先行き不透明感から政策調整に慎重姿

勢を示したこともポジティブ。

リスク投資の地合に強く左右される展開になる。通商

リスクの軽減評価が株価を押し上げているが、その流

れが維持されるのであれば、ドル/円相場も堅調地合

が続きやすい。10～11日の米中通商協議の結果につい

ては12日に会見が行われる予定だが、トランプ大統領

は建設的な協議が行われ、貿易協議の枠組み設置で合

意したと報告している。トランプ大統領の発言によっ

て地合が一瞬にして急変するリスクも抱えているが、

このまま通商問題に対する警戒感の後退でリスクオン

環境が維持されると、145円の節目を抵抗線から支持

線に転換し、147～148円水準までの上値切り上げを打

診しよう。13日の4月米消費者物価指数などがイベン

トリスクになるが、米金融政策要因では積極的な売買

は求められない見通し。

サイコロジカルは、前週の6勝6敗から7勝5敗に。14日

RSIは53.80。
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マーケットエッジＦＸ週報 (米ドル/円)

【米ドル】 通商リスク緩和期待を維持だと、戻り高値を更新

【 米国 】

05/13（火）4月消費者物価指数

05/15（木）4月卸売物価指数

05/15（木）4月小売売上高

05/15（木）5月ニューヨーク連銀製造業指数

05/15（木）新規失業保険申請件数

05/15（木）4月鉱工業生産

05/16（金）4月住宅着工件数

05/16（金）5月ミシガン大消費者マインド指数

【 日本 】

05/12（月）3月経常収支

05/12（月）4月景気ウォッチャー調査

05/14（水）4月国内企業物価指数

05/16（金）1～3月期GDP

05/16（金）3月鉱工業生産

注目イベント

直近1週間のレンジ 今後1週間の予想レンジ 今後3ヶ月の予想レンジ

ドル/円 142.33-146.18円 142.50-147.50円 135.00-155.00円
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↓ ドル安
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マーケットエッジＦＸ週報 (ドル/円)

政策金利一覧

‐  ‐

（％） 日本 米国 ユーロ圏 豪州

2023/01 -0.10 4.50 3.00 3.10

2023/02 -0.10 4.75 3.00 3.35

2023/03 -0.10 5.00 3.50 3.60

2023/04 -0.10 5.00 3.50 3.60

2023/05 -0.10 5.25 3.75 3.85

2023/06 -0.10 5.25 4.00 4.10

2023/07 -0.10 5.50 4.25 4.10

2023/08 -0.10 5.50 4.25 4.10

2023/09 -0.10 5.50 4.50 4.10

2023/10 -0.10 5.50 4.50 4.10

2023/11 -0.10 5.50 4.50 4.35

2023/12 -0.10 5.50 4.50 4.35

2024/01 -0.10 5.50 4.50 4.35

2024/02 -0.10 5.50 4.50 4.35

2024/03 0.10 5.50 4.50 4.35

2024/04 0.10 5.50 4.50 4.35

2024/05 0.10 5.50 4.50 4.35

2024/06 0.10 5.50 4.25 4.35

2024/07 0.25 5.50 4.25 4.35

2024/08 0.25 5.50 4.25 4.35

2024/09 0.25 5.00 3.65 4.35

2024/10 0.25 5.00 3.40 4.35

2024/11 0.25 4.75 3.40 4.35

2024/12 0.25 4.50 3.15 4.35

2025/01 0.50 4.50 2.90 4.35

2025/02 0.50 4.50 2.90 4.10

2025/03 0.50 4.50 2.65 4.10

2025/04 0.50 4.50 2.40 4.10

2025/05 0.50 4.50

2025/06

2025/07

2025/08

2025/09

2025/10

2025/11

2025/12
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注意事項

マーケットエッジFX週報 (注意事項／お問い合わせ先)

本レポートは、マーケットエッジ株式会社（以下、弊社）が、投資判断の参考となる情報提供を目

的に作成したものです。金融商品売買の勧誘を目的としたものではありません。投資に関する最終

決定は、投資家ご自身の判断で行って下さい。

本レポートは、弊社が信頼できると判断した情報源からの情報に基づき作成したものですが、情報

の正確性、安全性を保証するものではありません。また、本レポートに記載された見解や予測は、

本レポート発行時における弊社の判断であり、全部または一部が予告なしに変更されることがあり

ます。

本レポートを使用することに生ずるいかなる種類の損失についても、弊社は責任を負いません。

本レポートの著作権は、原則として弊社に帰属いたします。本レポートにおいて提供される情報に

関して、弊社の承諾を得ずに、当該情報の複製、販売、表示、配布、公表、修正、頒布または営利

目的での利用を行う権利を有しません。
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